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音の素顔に 会うためには、；̂。ーカ̶ ドラィブ能カカミ必要だ:ケンゥッドはSuperDLD。 

KA-1100SDIi6QO)^+5^^-294W+294W, 2Q-C*ii4/lt441W 

a s o i ] 

Super DLD+̃*yH*,fff[ffl%©X-'*-̃5Hf 

- ->> - 8¦f ISi I X D L D (0 i o © 1 i§ ¦ P I ft 4- SB* 

iSffl. i& -h SrtWSSSMrWftU-O, >it. i 5 fcffi 

SuperDLD<OT;rt!:Sfl8Sttfc71W.Jt:a-? ft, Super 

Zinit'^yA -t'-7>7°ii® F E T A Jj f A ¦ <f 

>b°-^*>xtNFBEJ&crjfiH#^»i^S;(2) 

M N M ^ ' f -f -7>7°©iJ I :MCffl K T > 7 > 

^ o ^ ^ f s E b t t T ^ i L X - . U-LtfcCMM-MC 

FETA^©/;»MC©SNJ:t*f=r5-ft,L-CLii.\© 

2 ^ © N F A̶ 7° ^ 2 o 0 ^ * 7 4 - 7 t ^ . & 4 ' J l 6 

;icft-?-riiuit,£ 

CtV^-yF-C'lJL.MC 

^ » B f t i N F ^ - f 4 > 

5§.MC??£»$(:¦iMC 

^ * . 1 0 G > V ( 1 V © 1 7 J 

? ^ ' - t ^ m ^ * ^ f a y - 7 1 A u t. 

AVI$fttC*tJ&Lfc»*fc 

A li5 * 31 =f-1C D?'-f u 7 r-*-fy 

»;«.«cmj5»Hi-Fit'f*. £k=>'*n-rwt> 

KA-llOOSDUJCD, T A P E COA^Jg-T-frit 

SDo A ^ U C o c S ^ I S t ^ 1 ) . MtU#;»3Bf«N=« 

^'7^-IN-OUTST-fefii, AVP#ftl-S*.1> 

4 - 7 V-f 11" 5 C kI: i 5, iS5 S N iL JA t 5 -y ? 

u > ^ 1 ^ 5 C D « ^ y ^ « ^ i ' l 1 4 , ^ S ^ l L 

it. ^ ^ • y ^ a ^ i f - ^ A V ^ i ^ - l i r * ' 

7°*-IN0UT«+C.Hi-Fit'x't(£TAPE-C 

C. C D i i C D ^ i ^ a X : . ffiJ.Kcj&liAUXlibtf 

I X £ Wi*̶14*7-17 4-fc-* < i \ 

2K-7-I"7'TypeB 

L-02A/J; t* i -.mm ? <x fcs K^jfa, 
•g^o^t'^^fgftr^^Jfii-is^^i-r'tfp 

^iiA./ajfff'r,i«^a
i
r«4'!#-ri.^t. KA-1100 

S D O S h'7-f 7*typeB I i2 7*© SBt.S ffl.li i 

Oiii:. ̂ tf-^-n-K'i^JS^-f^i.'-'Pt** 

^^Lt-fcWir't. 7 > 7 " « X t - * - ! r g ^ i - r N F 

^-7°4-*.(tSCti:J:^ ^^-v^geM-tO^ 

«5x-n-y^cDS.*i:i:Uni-r'NF^-7"C9y1.i:*o 

Jtt-sTO-'*̶'74"^̶7" 

rtct^An, 7^7°©tfJ^JrsK-T"0'ffi 

B^^-iSjS^TTL-1 % i/jt^T©GNDt/>'7T©Xt" 

^ u 7 A -f - as ffl m m. i- o - ^ $ s i *j -

ryym m m o «• n e n n a a L H 7 > x & 

Hi ̂  f 7 ̃ 7 > 7"ffl lilt-O-f-S^*f t 4̶ 

W&8tH$3kK* 7 7^Hi¦.^^-x{uji-n?*n & 

u - A> t - % * # # s : W ^ t e * ^ 7 ^>->'i 

> ( . . ^ P X ¦ . _ ^ ^ g ^ ^ L i t D 

h - > ^ > h r j - ^ a ^ > 7 - y F * S : « N F - C R S 0 i 

?J7^h%x=!y¦,D-7i^!i, 30H2-60Hz-90Hzt:fo-L-

T, ̂ n-f-'ifi3dB, 6dB, mcoW^l^fWfi** 

mu^sNitmo-r^mrm^ -it. 

SUPER DYNAMIC LINEAR DRIVE  
180W+180W(6Q,20Hz～20kHz) INTEGRATED AAAP ¥129,000 

KA-1100SD 



タaナミックパヮ一242W+242W、ダンピングファクタ一1000(50Hz)oデジタ ノレリファレンスのSuper DLD。 

音楽情報のベ一スはなんといっても低音域の厚み。とくにデジタルソ一スて 

は、これまでアナログレコ一ドの材質の陰に隠されていた超低域の情幸艮が 

的確に再現される。この低音を再生するアンプのポイントがスピーカ一ド 

イブ能力。K A-990SDはこの要求にSuper DLDで応える。重厚て：音 

をクリア一にとらえたガッツある低音、これがK A-990SDのCDの音。 

スピーカーシステムを思う存分コントロールし、 

CDの広ダイナミックレンジをらくらくこなす 

Super D L Dサーキット 

Super JDLDサ一キットは、新開発のス一パ一チャ一 

ジャ一を搭戦して、DLDの4っの電源回路をフル活 

用、強力な電源部を構成し ています。従来のDLD 

サーキットはハイパワーアンプと専用電源、ローパ 

ヮ一ァンフ。と専用電源というように、左右4つのアンプ 

と4づの電源をそれぞれ切り換えて使っていたもので、 

電源の実質容iを增加する効果があり、とくに音質 

に支配的な影響をもつローパワーアンプ動作時に 

は電源容量を倍加すると等しい効果をもつ定評ある 

電源重視囬路でした。Super DLDサーキットは、 

この強力電源回路をさらに強化。スーパーチヤ一 

ジャーにより、これまで口 一パワーアンプ時には休止 

してぃたハィノ、。ヮ一専用電源からもロ一ハ017—アンプ 

駆動時にエネルギーを供給、同様にハイパワーァ 

ンプ時には休止してぃたロ一パヮ一専用電源カ]らも 

ハイパワー駆動時にエネルギーを供給できるように 

設計。どのような出力時にも、つねに電源容量が4つ 

の電源のミックスされた値となるため、約30 Wまで受 

持つ口 一ハV—アンフ°駆動時には従来の200 Wクラ 

スの強カ電源を使ってぃるのに匹敵し、クリァ一で 

重量感あふれた音を再生します。デジタル時代の強 

力電源回路、Super DLDの音。 

スーノ 、'ーDL。ブロッ"'ィャ̂5ム 

A V時代に慵えた豊富な入出力端子 

衛星放送ゃHi-Fiビデ才、またコンパクトテンスクゃ 

グラフィックイコライザーなど、才一ディ才の楽しさが多 

様化するにつれて、ァンフ。に 

接続される機種数も増えて 

きました。KA-990SDには 

CD、 丁APE-Ĉ f、ジ'ション 

を新設。入力はじつに8系 

統となり、さらにアダプタ一 

1N-0UT端子も装備、AV 

時代に応えています。グラフ 

イツクィコライザ一ゃAVセレクターはァダフ'ターIN -

0UT端子に'Hi-Fiビテ'才はTAPE.Cに、CDはCD 

ポジションに、衛星放送はAUXと接絞して、多彩な 

才一デ、才ラィフをぉ楽しみくださぃ。 

CDダイレクト"スィッチ 

高SN比、広ダイナミックレンジというコンハ'クトディス 

クのクオリティの高い音をそのまま伝送するためにCD 

ダィレクト.スィッチを装備。CDタVレクト'ポジション 

では、ィンプットセレクタ一、モ一ド、サブソニックの各 

接点スィッチレfランスボリュームをジャンフ'。信号径 

路をシンプルィ匕して、CDの'、イク才リティを再現します。 

ダンピングファクター，000(50Hz〉、 

2線式スピーカーコードのSドライブtypeB 

L-02 Aなどに搭載された2ドライブは,スピーカー実 

装時のひす'みの発生を完ぺキとぃぇるレべルで抑ぇ 

込んだ技術で、とくにデジタルソースの再生において 

高い評価を得ています。KA-990S Dに搭載された 

2ドライプtypeBは.Sドライブの設計思想はそのま 

まに使いやすさを追求したものです。通常のアンプ 

では、NFBルーフ'の外にパターンゃ配線材のィン 

ピーダンス、位相補惯コィル、リレーそしてスピーカ一 

切換スィッチの接点などがあり、アンフ°の出力端子 

での性能劣化の原因となっていました。2ドライブ 

typeBは,NFル一プをスピーカー端子までかけるこ 

とにより、ひずみ 

Jや音質の劣化 

を招くパ一ッ類 

をNFノî "プ内 

に入れ、アンプ 

のスピ一カ_端 

子での性能を極限高めていま 

す。またすぺてのGNDをァンプのスピ一 

カー端子に一点集中させ、GNDラインのパターンゃ 

線材による相互干渉の増加を抑えています。 

ダンビン"アクター対周波数特性, 

高性能イコライザ一アンプ 

ァンフ。の入力最先端のィコライザ一アンプば微小入 

力を扱い、ここで音贾劣化があれば、劣化Lた音が 

パワーアンプに流れ込み、增幅されてしまうという意 

味で非常に重要です。KA-990SDにはICL高Gm 

FET差動入カと髙性能ICによる高SN比、低ひず 

み率回路によるハイグレードなイコライザーアンプを 

採用。とくに音質に大きな影響を与えるァ一ス回わり 

は、直径0.26唧の単線を26本も撚り合ゎせた従来 

の6倍の断面積を持つ線材を使用するなど、ケンゥ 

ッドのノウハウを縦横に駆使した設計としています。 

KA-S90SD(B)ブラ':/クタィプ 

SUPER DYNAMにLINEAR DRIVE  
125W+125W(6Q,20Hz～20kHz) INTEGRATED A M P ¥79,800 

KA-990SD 



スピーカードライブ能力を読みとつて欲しし、。デジタル時代のスーパ一DL D。 

入力プログラムにC Dなどのデジタルソースが生まれ、その広いダイナミックレ 

ンジゃ高S N比を再生するために6 Qなどの口 一インピーダンス.スピーカー 

が増えてきた。このようなデジタル時代を迎え、スピーカ一ドライブ能力を改善 

したK A-880SD。音像をクリア一にとらえた重厚な低音域をベースにホール 

の音場を雄大に描きあげる。この力強さ力
?
ケンウッドの音。 

スピーカ—システムを思う存分コントロールし、 

C Dの広ダイナミックレンジをらくらくこなす 

Super DLDサ一キット 

S叩er DLDサーキットは、新閉発のス一パ一チャ_ 

ジtを搭載して、DLDの4っの電源回路をフル活 

用、強力な電源部を構成しています。徙来のDLDサ 

—キットはハィノぐヮーァンフ。と専用電源'口ーパヮー 

ァンフ1:専用電源とLうように、左右4つのアンプとわ 

の電源をそれぞれ 切り換えて使ってt 、たもので、電源 

の爽贫容aを増加+5効果がぁり、とくに音質に支 

配的な影響をもっロ一ノ、。ヮーァンフ1カ作時には電 

源容量を倍加すると等しい効果をもつ、定評ある電源 

重視回路でした。Super DLDサ一キットは、この強 

lカ電源回路をさらに強ィto 

ス_ハ°—チャージャ一に 

より、これまでローパヮ一ァ 

ップ時には休止してぃたハ 

ィパヮー専用窀源からもローパヮ一ァンプ駆勧時に 

エネルギーを供給、同様にノ vfパワーアンプ時には 

休止し ていた口 一パワー専用電源からもハイパワー駆 

勧時にエネルギーを供給できるように設計。どのよう 

な出力時にも、つねに電源容:aが4つの電源のミツ 

クスされた値となるため、約30Wまで受持っロー' 、°ヮ 

一アンプ駆動時には従来の200Wクラスの強力！； 

源を使ってい幼に匹敵し、クリァ一で重设感ぁふ 

れた音を再生します。デジタル時代の強カ電源回路、 

Super DLDの音。 

全离調波ひずみ率対出力特性 

新しいソースに対応する豊富な入力端子群 

コンパクトテ^スクを始めとして、H卜FiVTR、衛星放 

送のためのBSチュ一ナ一など、新しL 、才一テa才ソ一 

|スカ?次々 と誕生して 

ぃます。KA-880SD 

にはCD專用端子ゃ 

TAPE'C端子を新 

設、合計7系統の入 

力端子で時代の要求に応えます。コンパクトディスク 

はCDに、Hi-FiVTRはTAPE'Cに、BSチューナ 

—はAUXに接統して、AV時代を華麗に演出し てく 

ださい。 

2ドラィブTypeB 

レ02 Aなどに搭載されたSドライブは、スピーカ一実 

装ほ争のひずみの発生を完ぺキとぃぇるレぺルまで抑 

え込んだ技術で、高い評価を得ています。KA-880 

SDの2ドラィブtypeBは:Sドラィプの設計思想はそ 

のおに、スピーカ一コ一ドは2線式で使ぃゃすさを 

追求したものです。アンプのスピーカ一端子までNF 

ル一フ。をかけることにょりノfタ一ンゃ配線材のィンピ 

—ダンス、位相補f苡コィル、リレーやスピーカー切換 

スィッチの接点なにこれまて!SIFル一フ。の外にぁっ 

たすべてのハ。一ッをルーブ内にとり入れ、出力端子 

での性能を高めています。またすべてのGNDをスピ 

—カー端子に一点集中させたため、GNDラィンの 

ノ 、'ターンゃ線沐：ょる相互干渉の增加もぁりません。 

甚性能イコライザーアンプ 

アンプの入力最先端のイコライザーアンフ°は微小入 

力を扱い、ここで音質劣化があれば、劣化した音が 

パワーアンプに流れ込み、増幅されてしおという怠睐 

で非常に重要です。KA-880SDにはICL高Gm 

FET差動入カと高性能ICにょる高SN比、低ひず 

み率回跟：よるハイグレードなイコライザ'ーァンプを 

採用。またMMとMCの切換え 

はヮンノレ一プのゲィン切换方式。MMは入 

カ感度2-5iriVでSN比86dB、MCは250〃Vで68dB 

と、ローノイズでDレンジの広L 、再生音が得られます。 

NF—CR型トーンコントローJレ 

ト一ンコントロ一ノレは高SN比と低ひずみ率を誇るケ 

ンゥッド拭のNF-CR型。調整ツマミは使いやす 

いセンタ一クリックストップ式で±10 dB連続可変、キ 

メ細かなト一ンコントロールが可能で'す。 

クロス卜クを改蕃するフレキシカぃフラットケーブル 

入カピンジVックカ'らィンフ。ットセレクタ一までの配線 

にフレキシブル.フラットケ一ブノレを採用。このケ一プ 

ルはィンタ'クタンス成分、キャパシタンス成分、レジ'ス 

タンス成分が、従来のケーブシレに比べて極端ニ少な 

いため、大振号を扱う出力回路t微小レベルを扱う 

入力回路との電磁結合を滅少でき、低ひずみを実 

現。同時に左右チャンネノレ間およ 

び入力ポジション間の丰IS干键が 

少、なく、̂ Yンネルセノ、。レ—ションゃ 

クロストークら大蝠!：改善してL 、ます。 

ゥィンキング，ノ《ヮーィンジケ一夕ー 

パワーインジ'ケ一タ一は従来のパワーON表示の機 

能に加えて、プロテクションi力作表示の機能を追加。 

パワーON力，ら正常動作まで 点滅するとともに、アンプ 

に異常が兒生したときも点滅して異常を知らせます。 

SUPER DYNAMにLINEAR DRIVE  

120W+120W(6Q,20Hz～20kHz)INTEGRATED A M R ¥62,000 

1A-880SD 

-SSdSD( B)ブラックタイプ 

KA-8S0SDシルバータィブ 



-応ん: 

チューナ一の発達は、つねに放送局とリスニングル一ム、 

し、レ、かえるとミュージックソ一スと再生装置の間にある伝送空間との闘いで あった 

ケンゥッドは、またびとつ伝送空間に起因する大きな問題点を解決した。 

全受信帯域で高SN比の実現。 

これまで90 MHzで90 dB以上の高SN比を誇るチューナーでも、 

76MHzの放送を受信すると84 dB位迄落ちてしおとしう、 

シンセサイザー•チューナーの弱点を 見事に克服した。 

FM多局化時代のすべての放送局と、99dBの高SN比で直結する。 

FM放送局のテ"ジ'タル化、高音質化に応える。 

SN比90MHz:^^^dB(モノ)^9ブdB(ステレォ） 

: 80MHz:<^^dB(モノ)(9_/dB(ステレォ） 

雷波ひすみ率(26^94ぉ(モノlkHz)(2りり^(ステレ才lkHz) 

p選択度W I D E 7 ^ 9 d B～N A R R O w 7 6 ^ 7 d B ( 4段切替） 

ステレ才'セパレ一ションT^^ZdB(lkHz) 

放送ソースのデジタル化(二応えます。多局化時代のス一ノ 、。一シンセサイザー。 
数値はKT-3030のらのです。 



性能のよさで 放送局と直結します。全受信帯域SN比99dB、タ?fレクトリニァレセフ°ショ》サーキット。 

伝送空間に横たわるさまざまな妨害を排除し て、放送局と直結した 

と同じクオリティを確保したい。このFMチューナーの理想を追究する 

姿勢がデニタにあらわれました。76MHz～90MHzの全受信帯域でSN比 

99dB 。シンセサイザ一チューナーに残された最大のネック「低受信周波数での 

SN比の劣ィ匕」を克服して、いまシンセサイザ一チューナーはアナログの性能を越えた, 

シンセサイザ一チューナーの弱点か' 

明らかになった。これからの問題点は 

低ぃ周波数でのSM比改蕃。 

第4次チャンネルプランで開局している局や開局を 

予定している局は比較的低い周波数を与えられてい 

ます。たとぇばFM仙台77.1MHz、 FM静岡79.2MHz、 

福井エフエム76.1M H?、エフエム岩手76.1MHz、さ 

らに民放キ一局のFM東京も肌OMHzです。これら 

周波数の低いFM放逸を高SN比で受信することは、 

これまでのシンセサイザ一チューナ一では不可能 

だったのです。というのば、シンセサィサ'一チューナ一 

のSN比は90 MHz位の高い周波数で測定され、そ 

こで90dB以上の高SN比が得られたチューナーで 

も、76MHzの低ぃ周波数になると6dB以上も落ちてし 

まうのが現実で、音質の面でアナログチューナーに 

およばないといわれていた一番大きな問題でした。 

76MHzから90MHzまで、ぁらゅるFM局を 

99dBの高SN比で受信できる 

ダイレクトリニァレセプション'サーキット 

これまでシンセサイザーチュ一ナ一は、水晶精度を 

利用して，局部発振周波数と基柴信号を位相Jtl交 

してぃるため、っねに一定した周波数を保っことがで 

きるといわれていました。しかし実際に局部発振回路 

(VCO)の「周波数対チュ一ニング電圧jの特性を 

浪iJると図のようなカーブを描いています。：のカーブは 

90 MHz付近ではゆるやかになっていて、チュ一ニン 

グ電圧が多少ノイズでユレても、受信周波数のュ 

レとして表ゎれることが少なく高SN比を得ることも上ほ交 

的簡単なことだったのです。しかし低い受信周波数 

となるとチューニング！:圧のノイズのユレはそのまま受 

信周波数の大きなユレとなってあらわれて、SN比を 

ション《コレクティンク'-

サ一キット)を組合せてIF段^ 

構成。とくにDCC機能はさらに強ィ匕IFフィルターの 

2次ひずみから4次ひずみまでをキャンセルして、モノー 

ラル0.004%,ステレオ0.007%の低ひずみ率を実現 

しています。受信特性はもちろん最重視してIF帯域 

4段切換を採用。WIDEポジションでも70dB(土400 

kHz)の選択度を維持して、日本全国あらゆるロケ一 

ションで、ひずみの少ない音をお楽しみいただけます。 

も繩に劣化させてぃたゎけです。ケンゥッドでは12個 

のパ、リキャップを便ったパラレノレツイン回路やM OS-

FETによる新発振回路などの新しいデバイスを盛込 

んだタ"ィレクト.リニァレセフ°ション*サ一キットを開発。 

チューニング范圧のユレによる影骤を全周波数に 

わたってリニアにすることに成功しました。多局化され 

るぁらゅる放送局を99dBの高SN比で楽しめるょぅ 

になって始めて、シンセサイザ一チュ一ナ一は名実 

ともにアナログチューナ一を超えます。 

塞セパレ一ション7ldB 

クリーンU^プションフィルター-レスのDPD M P X 

ステレ才復調回路には、K T-2020同様、38kHz以外 

の成分を持たない純粋な正弦波で検波出力と掛 

算するDPD (ダイレタト'ピュア'デコーダ一)を採用。 

タリ一ンレセプシヨンフィルタ一など'のロ一'、。スフィル 

タ一を信号ラインに入れていないため、位相まわりが 

な《高セパレ一ションを糸隹持したまま、クリァ一なステ 

レ才信号が得られます。 

ひずみ率0,004% (モノ1kHz)、 

0,007ぉ（ステレ才，kHz)DしLD&DCCのIF段 

K T-3030では、KT-1010で完成したDLLD(ダィ 

レクト.リニァ.ル一プテ、テクタ一）とDCC (テマスト一 

あらゆる電界強度で高音赏受信を可能とした 

RFセレクタ一 

強宽界ではダイレクト、弱范界ではディスタンスを切 

換え。近接した大出力の局がある場合でも、RF相 

互変調ゃ混変調などの妨害を抑ぇて、SN比にすぐ 

れた高品位な音を引きだします。 

KT-3030その他のファンクション 

鲁ェァチェックミスを許さなぃRECキャリブレ一ショ 

ンとモジュレ一ションレべルメ一タ一參茧i皮状態をひ 

と目で確認できるテ'Vスプレイとデジタル.口 一タリ一 

チュ一ニング攀留守録に便利な4局フ。ログラム機能 

0FM多局化に備ぇた16局プリセット拳遠距離ステ 

レ才受信時に偉力を発揮する才一トクワイティング'コ 

ントロ一ル參マルチパx^子參可変/固定出カ端子 

DIRECT LINEAR LOOP DETECTOR  

SUPER SYNTHESIZER FM STEREO TUNER ¥120,000 

KT-3030 

'でOの周波数对チューニングB圧 

ひずみ率対変調周^数特性 

周波数対SN比特性 



RFはダィレクト'リニァレセプション'サ一キットで全受信帯域SN比99dB、 

IFはDLLD & DCCでひずみ率0-005% (モノ1kHz) 0.008%(ステレ才1ヒ 

Hz)、 MPXはDPDでステレ才'セパレ一ション70dB。アンテナ入力から出 

力まで1桁性能アップしたK T-2020。放送局の送り出しソ一スのデジタル化、 

放送回線のPCM化など、放送局側の進化に音のよさで十分対応します。 

全国のRVI放送局と高SN比99 dBで直結する 

ダイレクト•リニアレセプション*サ一キット 

シンセサイザ一チューナ一は、水晶精度で局部発 

振周波数と基準記号を位相Jtl交しているため、一定 

した周波数を得ることができるといわれます。しかし水 

晶時計でも温度変化などによって狂いがでるように、 

あくまでも机上の理論であって実際ではありません。 

このようなシンセサイザ一のf鹏少な狂L 、が、90 MHzで 

は高SN比を得ているチューナ一でも、76 MHzのよう 

に低い周波数になると低SN比のチューナ一にレベ 

ノレダウンさせてしまうという現象を引き起こしていました。 

この現象を排除して、76.1MHzの福井エフエム、ェ 

フェム岩手カも80.0MHzのFM柬京など、全受信帯 

域を99 dBの高SN比で楽しめるようにしたのがKT-

2f)20のダィレクト*リニアレセプション'サ一キット。FM 

多局化にょって新設される全国のFM放送局をクリ 

ァ一な音で受信できます。 

ステレ才セパレ一ション7(MB(1kHz) 

信号系にローパスフィルタ一類を必要としない 

D P D M P X 

従来のスイッチング方式のステレオ復調器では、38 

k H?の方形波を使ってステレオ復調をしています。この 

38kルの方形波には高調波成分が多数含まれてい 

て、その奇数次の高調波の周辺に妨害信号がある 

と、可聴帯域にビ一トダウンされ、聴き苦しい混信妨 

害を発生します。この高調波のぅちll4kHzとl90kトIz 

がKに問題となっていたため、クリ一ンレセフ。ション' 

フィルタ一などを使い、混信妨害が起こらないようにし 

ていたわけです。しかし混信妨害に強いこのフィルタ一 

は位相まわりなどにより、高域のセパレ一ションを劣化 

させる原l大lとなってL 、ました。これi :反してK T-2020で 

は新開発のDPD (ダイレクト•ピュァ'デコ一ダ一） 

MPXを採用。従来の方形波でスイッチングするの 

と違って、38 kHz以外の成分をまったく持たない純粋 

な正弦波で検波出力と掛算する方式をとっているた 

KT-2G20セパレーション特性 

C ， 

め、クリ「ンレセプ 

ション'フィルターな 

どの口 一パスフィル 

ターを必要とせず 

に、聰き苦しぃ混 

信妨害を排除。ク 

リア一なステレオ復 

調が可能です。 

ひずみ率0,005ぉ（モノlkHz)、 

CK008^(ステレ才fkHz) 

DししD&DCCの IF段 

KT-2020ではKT-1010で完成したDLLD(ダィレ 

クト.リニァル一フ。，テ、テクタ一）とDCC(テ';fスト一ショ 

ン.コレクティング.サ一キット)を組み合ゎせてIF段 

を構成。ワイドポジションでも7(kiBの^選択度を維 

待しながらO.005ぉ（モバkHz) 0,008ぉ（ステレ才lk 

Hz)の低ひずみ率を得ています。 

エアチェックミスを許さない 

RECキヤリプレーター&モジュレーション• 

レべルメー夕ー 

RECキャリブレ一タ一は基準信号を発生す繊能 

ですが、最近のデッキゃテ一プの性能改普-を考ぇ 

ると、基準信号を知るだけでエアチェック力十分Lは 

ぃぇなくなってきてぃます。KT-2020では、モジュレ一 

ション'レべノレメ一タ一にょりJ寅奏中のモジュレ一ショ 

ン.レぺル変化をリアルタイムに表5;、ピ一クホ一ルド 

機能によりレベルをひと目でわかるようにしています。定 

常レべルはRECキャリブレ一タ一で調整しその後 

の微調整はモジュレ一ション*レべ/レメーターで行な 

えば、エアチェックミスはもうありません。' 

先進のマルチディメンション.チューニング 

チュ一ニングノブにょる回転方式のデジタルロ一タ 

リ一チュ一ニングと、正同調までのフ°ロセスをビジュ 

F M東京 

主調整宜明整車 

(ニニカ、らPCMネットヮークをと 

ぉして全民放FM萄へ番S且が逸られます。） 

ァルで伝ぇるマルチカメンション'チュ一二ン 

グ。このディスフ。レィは、スタティック点灯方式のため， 

ノイズの発生を抑え、再生音に恶影饗を与えません。 

IOOkHzズレたポィント表示 デジタルロータリ一チュー^>グ拨稱 

ディスプレイ駆勤部 

A M帯域可変回路(特許申請中） 

KT-2020に!iAM帯域可変回路を採用。间波数 

持性を自在にコントロールして、A Mを音質にすぐれ 

たHi-Fiソ一スに変身させてくれます。 

KT-2020その他のファンクション 

參留守録に便利な2局プログラム機能拳遠距離ス 

テレ才受信にっょぃ才一トクワイティングコントロール 

K T - 2020シルバータイプ 

DIRECT LINEAR LOOP DETECTOR  

SUPER SYNTHESぽER FM/AM STEREO TUNER ¥74,80で 

~KT-2020 

K T -加20 (B)ブラックタィプ 

SN比99dB(モノ76MHz～90MHz)、ひずみ率0.005̂ (モノlkHz)。音に真価を発揮します「FMのケンゥット:。 



実効選択度45d B( W IDE)、ひず'み率0.0055% (モノ1k Hz)。多局ィ匕時代に実力を問います。 

選択度はNARROWポジションで90dB、 WIDEポジションで45dB、ス 

テレ才ひずみ率は0，0085%(11^^ W IDE)と圧倒的で、モノ一ラルではな 

んと0.0055%(lkHz WIDE)を示すKT-1010IIが完成。チューナーとして 

の受信特性を充実させ、そのぅぇでォ一テ̂f才特性を改善するとぃぅ、ォーソドッ 

クスなチュ一ナ一技術は、まさに「 FMのトリオ」の実力。 

全国のFM局と高SN比99d已で直結する 

ダイレクト.リニアレセプション,サーキット 

DLLDなどの開発にょり、シンセサイザ、一チューナ一 

のSN比は大幅に向上しています。しかしフロントェン 

ドの局部発振回路の性能限界に限定されて、低い 

受信周波数帯域でのSN比は急鹏二劣化してt 、まし 

た。柳ため卯MHzなどの髙い周波数にあるFM局 

は高SN上匕の美しい音で聴けても76MHz～SO M H z 

など滩い周波数にあるFM局は、SN比の劣化した 

晳の悪い音でしか聴けないというアンバランスな現象 

が現われていました。そこで"KT-1010nにはKT-3030 

で開発されたダイレクト'リニァレセプション-サ一キ 

ットを採用。局部発振回路の周波数対チュ一ニン 

グ電圧特性(KT-3030の項参照)を全周波数にゎ 

たってリニアにすることにより、76MHzの低周波数で 

も的dBの高SN比を得ることに成功しました。日本全 

国のぁらゅるFM局を高SN比で楽Lめる画期的な 

チューナーです。 

スーノ くー̂"ィテクション(SD)システムとして 

さらに完成度を高めたDLL Dシステム 

10.7MHzのIF信号をダイレクトにリニア化して、閉ル一 

プ検波器で検波。さらに閉ル一プ内にひずみ補正 

回路を設けて、V COの非直線ひずみなどを打消そ 

ぅとぃぅまったく新しぃ検波方式カfDLLD(ダィレクト' 

リニァ.ル一フ。.テ、Vテクタ一)です。KT-101011では 

DLLDのサーキットに、さらに新開発のIFひずみ補 

正回路を設置して、IFフィノレターで発生する高調波 

ひずみを低滅。45dB( WIDE)の高選ネ破を維持し 

ながら、才一バ一ォ 

ールで0.0055% 

{モノlkHz WIDE )、 

0カ085%(ステレ 

ォlfcHz WIDE) 

の低ひずみ率を 

実現。さらにSN 

比は99dB(モノ） 

91dB(ステレ才)、 

セノぐレ—ションも 

68(1B(lkH"とォ一デ;f才諸待性を改善してぃます。ま 

たスノレーレ一ト6V/usのハィスピ一ド'才ぺレ一ショナ 

ル*ァンプを採用するなど、ス一ハ。一ケ4テクションンス 

テムの名に恥じない完成度'を秘めたシステムです。 

ス ？ T ^ f g ぉ 蹄 糾 I 

ステレオひずみ率0.0085% (1kHz) 

IFひす'み補正回路の効果はステレ才時にもぉょび 

ます。FMのステレオ感に関する情報信号であるサ 

ブ信号は23kHz～53kHzと、50Hz～15kHzの主信 

号とは離れた周波数で送られてきます。しかしIFフィ 

ノレターで発生する高調波ひずみはサブ信号帯域 

にも混入して、高調波ひずみ成分とサブ信号成分と 

でビートを発生させ、音質を著しく劣化させます。DL 

LDはIFフィルタ一で発生する髙調波ひずみを打消 

していますので:サブ信号にひずみを混入させず、ス 

テレォひずみ率0.0085ぉ(l(cHz)を寞現。クリァ一で 

透明感のぁるステレ才'リスニングを可能としてぃます。 

FMリスニングに新しい可能性を拓く ニューテクノロ 

ジーの誕生です。 

音質重視の2電源方式 

才一デVォ系とル一ブフィルタ一系に6-97VA、 PLL、 

表示系などの口ジッタ系に7.2 VAと2つの系統にそれ 

ぞれ専用電源トランスを使用した2電源方式を採用 

して、電源を介した互の干渉を排除。さらに信号ライ 

FM東京でエアモニタ一 
として;舌fflしてぃるL-03TPR0 

ン、電源ラインと整理されたパターン設計 

をすることにより、各プロック間の干渉を抑えてク才リ 

ティの高い音を得ています。 

大入力特性にすぐれたフロントエンド 

チューナ一のすベての特性の土台となるのが受信 

特性です。KT-1010IIではRF増幅部とMIX部にテS 

ァルゲ一トMOS'FETを採用し大入カ特性の象 

徴的な相互変調特性を大幅に改善。FM帯の電波 

だけでなく、テレビ電波が同時に、強烈に飛び込ん 

できても相互変調妨害は発生せず、FM帯でのSN 

比の劣化もまずありません。 

FMりF蒂域2段切換 

あらゆる受信条件に応じて最適なリスニングができ 

るょぅに、IF帯域2段切換ぇを設置。WIDEポジショ 

ンは45 dBの高選択度特性を得ながら、0,0055% (モ 

ノlk H 2 )、0.00 85% (ステレオ1kHz)の低ひずみ率を 

実現。FMの音のよさを十分に引きだします。一方、 

NARROWポジぉンは90dBの高選択度持性を発 

揮して、すぐれた妨害徘除能カを示します。大出カ 

局にある小出力の局もクリア一にキャッチします。 

FM8局、AM8局プリセット拨稱と 

才ートチュ一ニング機構 

ブリセット-メモリ一はFM8局、AM8局の計16局。 

好きな局がワンタッチで呼びだせます。その他の局 

を聴きたいときは才一トチューニングで。25dBfとぃぅ 

微弱な局の電波もキャッチ。 

A M帯域可変回路(特許申請中） 

現在、国内のA M局は高音や低音のレベノレを 上げ 

て送信するフ°リェンフアシス方式を採用し ています。 

しかも各放送局のフ°リエンファシスの量はそれぞれ 

異なってぃます。そこて'KT-I010IIにはAM带域可変 

回路を採用して周波数待性をコントロール。A Mを 

HトFiゾ一スに変身させてくれます。 

DIRECT LINEAR LOOP DETECTOR  
SUPER SYNTHESにER FM/AM STEREO TUNER ¥59,80f 

KT-1010H~ 

KT-tOIC!I錄合ひずみ率特性 

KT-IOIOII DLLDブロックダイヤグラム 

DLLO顶理図 



高選択度60dB、低ひずみ率0.006X、高SN比98 dB⋯「高音質受信」をつきつめると、チューナ一はこうなる。 

ケンゥッドの新ぃ、FM技術「DLLD&DCC」にょりひずみ率0.006X(モ 

ノlkHz)、選択度60dBビ受信特性」と「音質特性」を両立。さらにダイレ 

クト.リニァレセフッョン.サーキットを開発して、全受信帯域で90dBの髙SN 

比を実現と、従来のシンセサイザーチューナーの弱点を見事に克服しました。 

1ランク上を狙ったケンウッドの音。 

全国のFM放送局と高SN比98dBで直結する 

ダイレクト.リニァレセブション.サ一キット 

シンセサイザーチューナ一は、水品精度で局部発 

振周波数と基準記号を位相比較し てt《ため、一定 

Lt周波数を得ることができるB 、われます。しかし水 

晶時計で も温度変化などによって狂いがでるように、 

あくまでも机上の理論であって実際ではありません。 

このようなシンセサイザ一の微妙な狂いが、90 M H z 

では高SN比を得てt 、るチューナ一でも、76 M Hzのよ 

うに低い周波数になると低SN比のチューナーにレベ 

/レタゃンさせてしまぅ"、ラ見象を弓|き起こしていました。 

この現象を排除し て、76.1MHzの福井エフエム、ェ 

フェム岩手から肌OMHzのFM東京など、全受信带 

域を98dBの高SN比で楽しめるよう(：したのカ K̂T-

880のダィレクト.リニァレセプシsン'サーキット。FM 

多局化にょって新設される全国のFM放送局をクリ 

ァ_な音で受信できます。 

新開発の広帯域直線検波DL L D(特許申請中） 

選択度60dBて：しかもSN上匕9SdB(モノhひずみ率 

0.006ぉ(モ/lkHz),受信特性と才一テ:fォ特性を 

両、7:させた新開発のダイレクト.リニア.ル一プ'ディテ 

クタ一。10-7M HzのIF信号をダイレクトにリニア化し 

て、閉ル一プ検波器で検波。さらに閉ル一フ。内にひ 

ずみ回路補正を設lナて、VCOの非直線ひずみやIF 

フィルターで猪生するひずみもゼロにしょうという、まった 

く亲J?U 、検波方式です。またDLLDは閉ノレ一プ検波 

器ですので、ル一プ内で発生するノイズは抑えられ、 

きわめて高いSN比の検波器となります。ぃってみれ 

ば、DLLDはバルスカウントの直線性をそのまま生か 

した高SN比検波器です。 

iFひずみ補正回路(DCC)特許申請中 

希望局と近くにある局とで発生する混信やビートなど 

が音質に与える影饗は、ひずみ率やSN比などのレ 

ベルをはる力'!：越えた大きなもので、才一ディォ十チュ 

—ナ一の歴史は、いかに隣接局妨害を抑えるかの 

歴史でぁつたかtぃつても過高-でi±ぁりません。この 

隣接局の妨害を排除するのがIFフィルタ一です。そ 

して理想的な妨害排除能力を備えたフィルタ一は、 

希望局だけをキヤクチするために、必然的(：带域の 

狭い、急峻な特性をもったものになります。しかし、理 

FMチューナーのひずみの発生過程をみてみると.ひずみの大部分は 

IFフィルターで発生し ていることがわかります， 

2) FMチューナーにもしIFフィルタ一がなかゥたら 

もしFMチューナーから1 Fフィルターを取リ除くことができれば，トータ 

ルのひずみのMは大ぉに;:iiぇるニとか可ぉて-:T 

II)F"Mひ"fみ改蕃の方法（IFフィルターの蒂域權を同じとした，》 

3)FM橫速とステレオ複讕卜体化したチューナー（当社試作） 

ニこでFM検:Sとステレォ汰調回路を一体翌としたデコ一ダ一を製作 

してみました力(、,的にもっと大きなIFフィルターのひずみを改蕃しな 

し，かざり、トータルのひす'みの量としてはほとんど改*されません。 

4)ケンゥッド。LL D+D CCチューナー 

FM東京て'使ゎれ 
ているデジタル被器 

想的な選択度をもつフィルタ一は、才一 

ディ才的に考えると高調波ひずみ成分を多分に内蔵 

したものでもぁります。ここに受信特性と才一テ̂f才特性 

を両立し難t 、チュ一ナ一最大のネックがぁりました。 

ケンゥッドは村影響の大きな隣接局防害を排除する 

ために理想フィノレタ一に近ぃ ĵl̂ なフィルタ一を使ぃ、 

2估兮選択度を60d Bと充実してし，ます。そのうえで 

ひずみの改普(：のりだしました。IFフィルターで発生す 

るひずみは可聴全帯域にわたっていて，とくに6 k H z ～ 

9kHzでめひずみの劣化は淤い、ものがありました。新 

開発の1 Fひずみ補正回路は、IFフイノレターで発生し 

た高調波ひずみ成分だiナを抽出して、キャンセル。ひ 

ずみ率feO. 006% (モノ1kHz )と激減できたわけです。 

大M特性にすぐれた7 ロントエンド 

チューナ一のすべてĈ寺性の土台となるのが受信特 

性です。KT-880ではRF增幅部とMIX部にテ、ァル 

ゲ一トMOS'FETを採fflし、大入力特性の象徴的 

な相互変調特性を大幅(：改善。FMTO衝歐ごi ? 

でな《テレビ電波が同時に、強烈に飛び込んでき 

てM目互変調妨害は発生せす:FM帯でのSN比の 

劣化もありません。 

留守錢に便利なプログラム機構 

タイマ一3:連歪力Lて、A Ml0:00～AM11:00 FM東京、 

PM1:00～PM2:00NHK'FMとぃぅょぅに、2つの 

放逸局を留守録することができます。KT，880のプロ 

グラム'メモリ一は、CH-l以外のl局(CH -2～CH-8) 

をフ
a
リセットしておけば、電源が入ったヒきにはフつセッ 

トした局を受信。一且電源カ咽れて、2度目に電源が 

入ったときにはCH-1を受信します。留守の間にもテ一 

フ。ライブラリーを充実してくださL 、。 

ケンゥッドのDLLD&DCC回路はIFフィルタ一のひずみを大幅に低傻 

した新回路でt;この結果a.aDSぉ（モ/〕、o.oo9ぉ（ステレ才)とト一タ 

Jレのひずみの量を大幅に向上しています0 -s如シルバータィプ） 

DIRECT LINEAR LOOP DETECTOR 一  

SUPER SYNTHESIZER FM/AM STEREO TUNER ¥45,000 

KT-880 

-880フ"ラックタィフ'） 

1)FMチュ一ナ一の各然で発生する歪 

1)—Kのチュ一ナ一 
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[総合特性） 

定格出力 

ニく國；D,せi^:iぉ作5G(ThlM.DM免1 

3i!(丽 1 5。W +に G W 

1kHz両tii!3作8Q(THO。』0牧） l 隱 1。SW+I05W 

I30W+ 

1 彌 + l 5 0 W 

全京闕波ひずみ荜 

定格出力時20Hz，2akHz 
0 . 0 , 0.。05% 

丁WEF1'AUX-TAPE"SP珠子 

S格出カ時^1ゅー？HiHz 0.0 0 4 % 0 . 0 鳴 

!i定格出カ時？0H2～2DkHz 
苯(soHz: 7kH 

TUMER-AUX-TAPE"SP战子 

定格出力時3 Q 0 . 0 歸 

周波数待性 

TUNER'AUX'TAPE—SP第子 

D C リ叫 k H z + 歐 ー 3 d B 十0犯、ー3dB +隨、ー3 d B 

ダンピンクファクター50H2 l 咖 1。0D 

入力悉度および入力インピーダンス 

2.5mV 47kC 2 . 5 mリ"Kゥ 

O.lmV IOOQ CL2'nリ100 Q 

TしNEP，AUヌ，TAPE 150 m V "kft k50mリ打k。 

A D A P T O P - I N 150mリ4?k。 

SN比（IHF-A) 

P , 0 ( 闘 ） — S P 煤 子 咖日 Sぉ B S6犯 

P H O N O ( M C ) — S P端子 

TUNER'MW'TAPE—SP瑞子 , B I W 犯 

トーンコントClーJレ 

B A S S 5DHz± l 固 l叫Hz士IOdS 

B A S S W 0 H z IOCHz士 I M S 

T R E B L E 3kHz l O k H z d i l輔 10kHz土IOdB 1 , 2 * 1 M B 

T R E B L E 6kHz 2CkHz土 IOdB 

ラゥドネスコントQ—ル(Vol 

3。 Hz +3dB-+Et]B.+SdB 十ョdB(l加Hz) 

咖 2 

S き 十拙' + 5犯 ' + S d B 

サブソニソクフィルタ——3dB I8H2 MB/oct 18Hz SdB/oct 

ライスタイム 

TUNER ‧ AUX ‧ TAPE—SP為子 1 み s 

スルー1^ート 

TUNER'叫》TAPE—SP軒 ± 1 OOVA(S 

出カ苦域招(ひずみ军O.CKぉ） 

TUNER'AUんTAPE—SP话子 5Hz — g 图 z 
5 H z ～ & , z 

["!コラィサ-ァンプさP"CW-.-AFE'REC] 

PHOfMO最大許容入カ 

P H 0 N 0 ( , h k H 2 

P H O N O ( M C ) 關 z l5mV{O.OI35%THD》 

±0.21 IB ±0-3dB 

[出カû ルぉJWHカィ t̂fーダンス〕 

150mV 6 , 150mV 2 则 

W E A三C ISOmV 5 , J50mV 3 3。Q 

(W译部その他〕 

«源電圧*豕通周波数 i , 50Hz/60Hz l咖 5 0 H z / S 0 H z 

5格i(tカ(電Sl目战ぉi:iづほ示） 3 丽 2 ま 2 , 

flSコンセント電Sスィ'y悄M ?個 I O O W 2化」にn',v 2個 I O O W 

電源スィッチ非速H 1 、」.|柳Vv' l倜 4 0 0 W 1 岡 碼 w 

最大外K寸法(權XBさX奥行)"in 柳 x l 53x383 柳 x ¦ « X 3 S 3 440 x 133ズ333 

1 1 .o-::' j. J k， 

KT-3030 KT-2020 K T-10101 K ト 咖 

ヌに：〕 

受信周波数紅圓 7 5 M H z ̶ 彌 H z 

アンテナインピーダンス 75S不平衡 75。不平衡 

き D I S T A N C E (]」ぉぉV/l。.SdBf G-叫A'/m.Sr旧i a.35/(V/IO」8dBf 0.3ぉV/I0.8犯f 

SN比50dB感度 

D I S T A N C O N O ) 1 . 7 7 / W / I ら ， f 1.8ぉV/l6.2dBf に&バVゾl5.2dBf 1. 8バV/15. ?dBf 

D I S T A N C E ( S T E R E O ) 22"V/38.ldBf 

D I R E C T ( M O N O 》 10バリ/3し2犯f 

D I R E C T ( S T E R E O ) .2犯f 

ft調效ひずみ率 

0 + 。06% 

0.0055% 

50 Hz̶ I D , [ )扁％ 0 . 0 1 % 0 .02% 

W I D E 【 S T E R E O ) 

!00 H z 0 ， ％ 0 ぶ ％ 

0 崩 ％ 

50 Hz ̶  1 Ok H z 0 . 1 % 

N A R R O W 〔脂NO) 

0 」％ 

隨 z 

[]•。？％ に1 5 % 

N A R R O W ( S T E R E O ) 

IOOHz O . 鹏 しリ％ 

1kHz O , 隨 0. 0 5 % 

0 . ぼ O 篇 0 , 6 % 

SN比(l加S&変幽85dBf入カ） 

33 dB 33dB S8dB 

( S T E R E O ) 31 。 S S l犯 咖 B 

キャブチャーレ':̂ "(NARF1DW) 2.5 dB 2.5dB 1 ，.pdB 

実効選折度(IHF)(WID。 7 , d5dS 印dB 

( „ ) l 咖 B 國 B 3GdB 

ステレ才'セ/くt̂ ーション 

W I D E 隨 z 71 c S 70 dS M d B 

50 H z ™ 10kHz 6 , 55 5。tlB 

5 , 45。 B 40 dB 

隨 f W V 1 kHz 6 隨 ぉdB 5。犯 

5 0お " d B 咖 B 

l き z ぉdB 36dB 

ほ波故特性20 Hz̶ISKHz 

イメージ妨も比S4MHズ , 〔 旧 35dB 

1 ' 0。B 1 10dB , B 

スプリァス妨^比84MHz ii a犯 l , B , B 國 B 

A M抑圧比 7 , ぉd已 固 B 

サ7キャリア抑圧比 70 OB 7 M B 

出力レベルおよび出力インピーダンス 

FM lkHz 100%変级固定出力 a.w/i.?kG 

可変 1 .zリハkO 

マルチパス出力垂區出カ 

水平出力 0 . 6 V / I , 

[ A M部〕 

き-だ阁波故^回 531 kHz—1602kHz S22kHzゝlぉSkHz 

萄a波ひずみ？（IODOkKz'WIDE) に 3 % 

( l咖 K H z個隨》 0 . 3 % 

ィメ一ジ妨害上匕（1 aUOJ(H;O 4 M B 'i補 

IF妨番比（IG叫kHz〕 60dB 6 瞎 

逸诉^ ( I H F ) ( W I D E ) 则 B 3 隨 

出力レペルおよひ出力インビーダンス 。.18V/3.3kQ 

SN比(30绍変調lmV入カ） 55CIB 5 M B * B 

〔苗困部その他〕 

货汲览圧-贯照Ji]波数 1 , 50Hz'60Hz l咖50H;:-50Hz 

J格邻审カ消t貼Bi经ぬ3づ(表品 隨 固 

通大外形寸法(輻x离さx奧行〕 

歪里 4 ぁ 3. a勺 

SPECIFにATIONS 

お買上げは信用ある当店で 
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